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2025年8月30日高森資料館「時の駅」第2講座  

下伊那の俳句結社 

飯田市歴史研究所特任研究員 竹村雄次 

 

はじめに 

俳句結社を通し下伊那のサロン文化 結社の影響などを考える 

前半…江戸期の句会連や歌会・平田国学（義雄集）などのサロン文化 

後半…明治～大正期の新派俳句会（松聲会）と旧派句会（信南真連・花の本系） 

 

俳句俳諧句会「俳句」は明治の俳句新派の言葉、明治大正期も旧派側は「俳諧」「発

句」。旧派側はもちろん自分たちを旧い派と思っていない「正風」などを使う 

 俳諧では系譜の継承が大切で、宗匠が弟子を育て、優秀な者が宗匠になることを許

し（立机し）伝承してきた。系譜は、作品を見るうえでも、人間関係を知るうえで

も重要。  各系譜、新派句会で、どんな結社（サロン）が行われたか見ていく 

 

下伊那の俳諧俳句の研究 

小林郊人（保一1891-1969「竹林にあめのけぶらひ鵙巣立つ」） 

『伊那の俳人』1927年（ただし「下伊那俳壇史」24p～46pは山田居麓（延次郎

1880～1945「法悦の日いろや桜咲き満てる」の稿）『八巣蕉雨』1928年『伊那俳

句集』1932年 『信濃の俳人』1944年等 俳句研究書多数あり 

  （系譜の研究 東大史料編纂所編『読史備要』1933年 

大塚毅編著『明治大正俳句史年表大事典』1971年） 

高森の俳諧・俳句会の研究  高森町史編纂委員会編『高森町史下巻』高森町史刊

行会1975年 208p～ 

 

1江戸期の俳諧 文化サロン 

⑴18世紀の下伊那の俳人 

・大島蓼太（1718～1787「世の中は三日見ぬ間の桜かな」）大島村出身説・飯島村説 

   帰郷の際に句会をした？ 

・窪田桐羽（1717～1788「問い残す道の遠さや雲の峰」）飯田藩士 横井也有に師事 

句会も行われた 

 

⑵桜井蕉雨サロン  

桜井蕉雨（1775～1829「淋しさは人にこそよれ鳴く蛙」…元善光寺句碑） 

飯田本町 2 大板屋酒造質屋呉服  蕉雨は名古屋の井上士朗から俳句を習う 

飯田に戻り、その後、文化2年1805に江戸に出る  

士朗は美濃派の系譜か伊勢派の系譜 

美濃派○芭蕉…各務支考…武藤巴雀…武藤白尼（男）…久村（加藤）暁台…井

上士朗…蕉雨 

伊勢派○芭蕉…岩田涼菟りょうと…中川乙由おつゆ…武藤巴雀…武藤白尼（男）
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…久村暁台…井上士朗…蕉雨 

・蕉雨の句会には、高田何頼（本町久四郎「鶯やかほそき声を瀧おろし」）、野原

蘭二（甚左衛門綿文分家「鶯はしたり顔なる御垣守」）・伊原三都良（近江屋五

男「しぐるるや竹にもたるる我こころ」）・田口壺伯（金兵衛大板屋分家板屋「朔

日やことしは何所の時鳥」）・窪田茶来（本町2）(…以上飯田の商家「閑古鳥竹

にあらはれ木にかくる」) 北原志雄（因信よりのぶ民右衛門「寝そびれし枕に

ひびく砧かな」）らが集まった。 

蕉雨俳諧サロンはどのように行われていたか？ 

・大久保町に別宅があった 

・選句宗匠に士朗、巣兆、卓池等江戸名古屋の宗匠に頼むこともあった その時

は盛大な句会を行う 

・蕉雨は士朗の弟子 美濃派や伊勢派の句会が行われていただろう 

美濃派(各務支考系)…天神像 芭蕉像 三頫図（孔子、釈迦、老子の教えが同

じであることを示す絵画） 文台の規格 懐紙などの作法…現在も守っている 

・商家のあつまり「万句寄」と呼ばれる点取り句会も行われていたと考えられる 

 「万句寄」の例→主催者は兼題を知らせ参加者を募る…参加者からの投句、一

緒に入花料（参加費）を取る…句箋（投句一覧）をつくり選者（宗匠）へ渡す

…選者による選句…句会で学習会と結果発表・賞金などを出し懇親の酒席 

※句会の作法で座（場・形）を設定し、点取りで楽しむ（賞金）→俳句上達・飯田

商家のつながりから座光寺など周辺部へ 

 

（3）蕉雨後の和歌、学問（国学）などのサロン（連） 

ⅰ福住清風  『下伊那郡誌資料 第七輯 郷土人物伝』1913年参照 

・本町長瀬家生まれ知久町福住家(薬屋貸本屋)に養子、独学で新古今集を神髄し桂

園派批判 「言の葉のまことの道をふむ人と歌のまとゐにつとひてしかな」 

・四天王に河村信道(元結近江屋)、木下光忠（毛賀の豪農）、片桐致知（ゆきとも河

野村酒造業）、原信好（まよみ上清内路平田門）他に北原因信、北原稲雄、松尾多

勢子 

福住清風した北原因信家歌会弘化三年1846歌会 

…村沢武夫『伊那歌道史』1936年76ｐ…座光寺北原家の北原家御家日記の翻刻 

・この歌会については アン・ウォルソール著『たをやめと明治維新』2005年に記

述…（松尾多勢子は福住清風の門下 独自のルールが確立されて和歌サークルに

女性が入ることや、各地に女性歌人の作品集が編まれることも正当化された）。 

42ｐ北原家の歌会 床の間に柿本人麿の肖像画 文台を前に置き、その下に短冊 

兼題は「梅」 部屋に入った参加者は1人ずつ前へ進み、肖像を拝して兼題の和

歌の短冊を置いて、新しい短冊をもって座に就いた。全員が着席して各自が与え

られた歌題に取り組み、詠み終わると次の課題が出されるのを待った。一人に付

二首詠んで短冊に書き、清風にもっていき、添削を乞い、全員の歌が清風と二人

の高弟によって読み上げられるのを待った。記録にはないが、こうした儀式は済

み次第、酒席へと移っていったことであろう。 
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※人麿像・短冊の提出など作法で座が設定し、歌評・酒席で楽しむ→和歌上達・異業

種交流 

 

ⅱ幕末期平田国学 義雄集まめおのつどい（文久～慶応ごろ）山吹（藩） 

 平田篤胤の思想 幕末期の伊那谷で多くの門人を持った 

市村咸人『伊那尊王思想史』1929年参照215ｐ～ 

    ・師翁（篤胤）命日11日を御祭日 篤胤肖像に感謝の祝詞（片桐春一作「平田

篤胤大人に拜す詞」…会合の度、師を祭るときに用いる祝詞のりと）を読む 

・宝泉寺賢亮の記したもの218ｐ   

1集いのあるじ…かわってつとめる（交代制）  

2大人（篤胤の肖像）に備えるもの…あるじの心のまま お酒は１升  

3 つどう人は飯をおのおのみづからもたらむ 酒は大人のものを 酒のなは

各々の飯にそえたる菜を 

4 あるじは価の少ないお茶を用意してそれにそえるものは干し柿、いり豆、

いり餅のたぐい 価の高い作り菓子はいけない  

5時刻は午の刻から猪の刻 忙しいときは変えるときもあり  

・参加するもの10数名、後に山吹領内余裕ある人はほとんど出席222ｐ 

『高森町史』上巻1228p～1229p江戸時代の俳句 片桐春一父源一を紹介。源一の

もとに集まった者が句作をしたが、その後、義雄集に加わったとある 

※大人への備えや「平田篤胤大人に拜す詞」で座が設定され、遺著を輪講や国学を談

論し酒も出て楽しむ→国学と農業・ネットワークによる全国の情報 

 

 ※この頃には他にも文化サロン的なものが多数あった 不二道等も  

※像や作法で座が設定されることで誰でも（身分に関係なく）参加でき、始まれば開

放的 

 

2幕末・明治維新期 下伊那の俳諧 

⑴広田精知（1828～1886「暮れかかる梢明かりやかかり凧」） 

文久三年 1863 飯田に来て版下業貸本等を営む一方で俳諧の指導 明治 5 年に東京

へ戻る 関為山の系譜？美濃派 

○芭蕉…各務支考…武藤巴雀…武藤白尼（男）…久村暁台…闌更 (金沢・京都)闌更門

…(金沢)上田馬来…桜井梅室花の本宗匠7世…関為山(江戸)…広田精知 

・下伊那の俳句仲間門人に武栗（原九右衛門）・杏壽・素仙・巴丈・越山・芙石・陽齊

（後述）・公川 

・俳書 一枚刷り 俳句額などに作品が残る 句会の開催方法作法は不明 

 

⑵下田圭齋（二郎1808～1887「茸狩や山ふところの小酒盛」） 

伍和村宗円寺に預けられ 13 世住職。隠遁して三河に遊び、卓池門下で学び（卓池

は士朗の弟子…蕉雨と同じ系譜）、維新で飯田に住し俳句と習字を教える 

・圭齋の下伊那俳句仲間門人として『伊那の俳人』に栗矢武栗 鼎佐々木陽斉ら29人
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の名 山吹金岳、來松、可遊 市田柯遊 もいる 

・精知、圭齋の集まりに全国遊行の太田木甫（鼎出身「木がくれて心すすしき寝起か

な」）や流浪の井上井月（「菜の花の小径を行くや旅役者」）などの刺激も加わる 

※幕末下伊那の俳諧は精知・圭齋中心、句会の作法等は不明、蕉雨サロンと同じよう

な句会であったと思われる 万句寄的な会もあったであろう 

  

⑶幕末維新期の高森の俳人 『高森町史』211p～ 

 久保田伝蔵…嘉永2年『百句集』「山路こすちからや空に凧一つ」掲載 この百句集

後書に「未伝の人々」の言葉がありそれをとって「宗匠の系統でな」いとしてい

る。 明治9年「梅実集」にも「香に立って年の栞や除夜の梅」 

松岡栽松（鳳州）松源寺住職 和歌、俳句、生花、茶道に精進 明治4年松源寺住

職に 26年住職を譲る43年亡「茂る葉をおしわけて咲く牡丹かな」 

   

3明治20年代（俳句革新運動以前）  

⑴信南真連 

武川有無香（鈴應1859～1906「風越のふもとの雲よかおる梅」）会地村浄久寺住職

日本真連連頭増島知雪に師事、信南真連を起こし連友百余名の盟主  

  ○真連系譜 芭蕉…服部嵐雪（雪中庵１世）…桜井吏登（雪中庵2世）…大島蓼太

（雪中庵3世）…山岸秋良…松本樨柯さいか…(江戸)東杵庵派松本顧言こげん…鈴  

木月彦…月洲庵増島知雪(日本真連)…武川有無香(信南真連) 

・信南真連参加者 岩田蓮實、伊藤原兎、熊谷幽洲、前澤露月、佐藤里松 など『伊

那の俳人』に一覧表があり138人の参加者  

…市田の参加者○松岡栽松（前述） 露山 加入  

…牛牧の参加者○岩田蓮實（僧侶 後述） 旭峰 牛童 悟龍 弓川 薫䕃 喜

三 薫破 牛籠  …蓮実（後述）が入っているので30年代以降か 

 ※信南真連には伊那谷広範囲の参加者 中心者に僧侶がいてそのネットワークが機

能か 句会も寺院で行った この頃の真連の句会開催法作は不明 

 

⑵明治30年の高森の俳諧 

井口翠湖浦太郎編『信濃明治俳家集』菱月舎発行 明治30年10月刊  

下伊那は 大嶋村 12 人 山吹村 9 人 市田村 8 人 座光寺村 2 人 神稲村 4 人 

喬木村3人 上郷村3人 飯田町5人 鼎村2人 上飯田村1人 伊賀良村4人 

会地村2人  計55人の俳人名あり 高森の人は  

山吹村境の澤…地獄庵招月 米山品太郎 初蚊帳にたまたま旅の朝寝かな 山吹 招月 

山吹村新田…鱗中舎蛙水 熊谷伊三郎  水越しの砂取り替えてあはせ哉  仝 蛙水 

山吹村新田…洗心堂里角 原角太郎   月かけをひろうてなくか時鳥   仝 里角 

山吹村丸山…南窓庵佳月 松邑富吉   袴着て箒手にとるほたにかな   仝 佳月 

山吹村下町…梅林堂青胡 新田清吉   我庵は蚊遣りに至極ふるひけり  仝 青胡 

山吹村龍口…一雲庵吐龍 平澤金十郎  呼合ふて昼めしすます田植えかな 仝 吐龍 

山吹村山吹…月廼門花月女 坐光寺花  親骨のをしへに開くあふきかな  仝花月女 
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山吹村駒場…日新庵安良 飯嶋伊平次  朝風呂に錆を洗はんなへまつり  仝 安良 

山吹村上平…梅の舎幽香中平七郎右衛門 二たおやを風上にして納涼哉   仝 幽香 

市田村吉田…梅蕾庵其雪 中塚大治郎  一輪の梅にかくるる寒さかな  市田 其雪 

市田村吉田…一廼舎一貫 宮島一良   花の雨歌作らせて晴にけり    仝 一良 

市田村吉田…三保舎招月 古林常治郎  涼しさや竹をこほるる池の月   仝 招月 

市田村吉田…南山居喜亭 唐澤喜世太郎 寝ごころに曇りを知るやゑた蛙  仝 喜亭 

市田村吉田…光陽堂南湖 光澤濱治   かんこ鳥鳴くや無住の寺のにわ  仝 南湖 

市田村吉田…杉林舎一笑 宮島富次郎  千代々々と雀躍るや飾り竹    仝 一笑 

市田村牛牧…竹林堂旭峯 吉澤兼太郎  畦道や又逢ふ人もほたる狩り    仝  旭峯 

市田村下市田…精香軒花月 中村藤太郎 夜のふけて都も寂しほととぎす  仝 花月 

蓮実この時は伊賀良に名があり、「休まねはならぬ風あり新木陰  伊賀良 蓮実」 

『高森町史』より 

18年 山吹白髭神社俳句額 催主中平竹翠（浪太郎） 

22年 角力発句 勧進元山吹松山佳月 

※『信濃明治俳家集』掲載者で信南真連に名があるのは旭峯だけ 信南真連に属さない

俳人が多数いた。『伊那の俳人』に書かれていない俳句の世界があった 宗匠を中心

に句会が行われた。 楽しみとして行い 奉納額に作品を残すことも  

 

4俳句短歌革新運動以降 

⑴新派俳句が伝わる  

  正岡子規（「高森にも「白瀧の二筋かかる紅葉かな」の碑)  

俳句革新運動 直感‥写生俳句 新派 日本派 子規派 それまでの俳句を子規は

→宗匠俳句（旧派 月並派）知識‥発想表現の類型化 陳腐 と切り捨てる 

  

⑵飯田松聲会明治31年発足  

『松聲会日誌』飯田中央図書館所蔵 発足～明治34年8月第31回までの記録 

参加者…北原芋作（痴山阿智之助稲雄の子 後の国会議員「暁のかね漂ふて霞か

な」） 塩澤萬象(直市医師「夕立や内に泣き込む裸の子」)  木下釣月(斎「激

論の火鉢を押して進みけり」後述)  近藤赤人（政寛下伊那青年会旗本近藤

家 後に神官「頭巾被てうき世にうとき思あり」） 木下木石（倭志雄実行会

「平家語る座頭四五人の涼哉」） 塩澤鳩峯（理一下伊那青年会松尾五反田商

店のちに伊那電鉄「話し尽き四煙草も尽きし寒さかな」） 上柳紅雲（緑 外

川 後に飯田町長後述「早乙女の姉か妹か瓜二つ」） 和田東山（虎次新聞記

者「春雨や油團かけたる挟み箱」） 平林岐水（誉一郎竜丘小校長中信より「引

き寄する机重たき火燵かな」） 

・会場は料亭が多いが、峯高寺 長久寺、神道事務局なども。郵便による回覧句会

もあった 

・句会兼題に『ほととぎす』応募句題を使う→句会後応募したものと思われるが掲

載は難しかった →下伊那青年会『伊那青年』に句会での俳句が掲載される 

・参加者全員による互選 参加者はみな平等という正岡子規の考えによる …選句
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を行うことが俳句の技量を高めることになる  

・句会のあとに俳句の話をしながら懇親会 

※新派松聲会は互選による選句と懇親会→新派俳句理解・異業種交流によるネットワ

ーク、人脈 下伊那青年会 大日本実行教などとの連携 

 

 ⑶木下釣月 新しいタイプの新派俳人 

木下釣月（斎 1880～1900）駄科 飯田測候所 父元治は市田村村長もした 釣

月は郵便により 日本中の新派俳人とつながる  

  『ほととぎす』 明治30年1月四国松山で創刊 20号まで松山で のちに東京 

    釣月は松山版（明治30年8月）に掲載されている…松聲会発足より早い 

     明治30年8月～33年11月 計153句 子規選‥24句 

  『日本』新聞 子規‥明治25年入社 俳句欄等担当 

釣月句 明治30年‥8句 31年‥18句 32年‥7句 33年‥9句  

34年（釣月死後）‥4句  計46句 （選者子規） 

   『春夏秋冬』子規らによる歳時記 春…子規 夏秋冬…虚子 碧梧桐選句 

     釣月句3句 「城跡に誰住む人や紙幟／木隠れて稲荷詣での日傘かな／山寨

や篝火を吹く秋の風」 

   『滑稽俳句集』佐藤紅緑編 釣月句2句「碁にまけて話もせざる寒さかな／叱る

人叱らるる人と火鉢哉」 

   『月光風声』自作の句稿集 南信州地域資料センター所蔵 

   子規に直接自分のつくった手作りの句集（「長月集」）を送る…生家に子規か

ら届いた手紙あり 

     日本全国の俳句仲間（松本上原三川、富山高岡の越友会）に郵便投句 

  ※郵便と雑誌・新聞掲載（最先端のツール）により日本全国とつながる活動を行う。

地方の新派俳人の動き 

 

⑷旧派俳諧の状況  

ⅰ無事庵佐々木陽斎（庄三郎1855～1932「門先の三文花火秋立ちぬ」） 

…鼎村生まれ 圭斎に入門(系譜図は圭齋参考) 木甫にも指示 45 歳より発句連

句指南…龍涯社(龍北会)主催  俳諧の他に絵を原蓬山、生花を松花堂古流…生

花教室を開くほどの腕前、茶は山田宗偏流をよくした。明治37年より鼎町助役一

期 近江で客死 

  ※龍涯社の句会の作法など不明 陽斉は多芸の宗匠で人も集まった  

 

ⅱ明治30年代以降の信南真連と高森の俳諧  

安静梅好(1854～1927「いたづらに月日は過ぎて梅の花」)有無香の兄 上飯田阿弥

陀寺住職 増島知雪に師事 有無香没後に信南真連を引き継ぐ 

岩田蓮実による信南真連の拡大…『高森町史』215p   

岩田蓮実（慈門 蔡華庵1862～1934「踊躍して乗るや蓮見のむかえ舟」）飯田町

岩田啓蔵二男 伊賀良中村総教寺で修行 俳句勉強も明治30年明永寺住職 
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他の高森句会『高森町史』の記述より 216p  

明治 41 年吉田に花 (香)月会 宮島一良（後述）が吉田学校教師で原稿印刷、

宿直室で句会 凌雲堂南嶺(『伊那歌道史』に名古村旧家矢澤家の人1851～1928

とある)に選評を依頼 花月会句集第一集の会員…33人の名前 

※『伊那の俳人』等では明治後期は新派の松聲会と旧派の龍涯社（陽斉）と信南真

連の三派の時期とある。実際は各地区で神社に俳句額が多数奉納される時期。もっ

と多くの宗匠いたのだろう。   

  

5大正期の俳諧俳句（新派旧派の融合期？ 長野県は臼田亜浪の活躍も）  

 旧派 信南真連…句会の史料あり 南信州地域資料センター所蔵（鈴木玉齊旧蔵） 

  ⑴まこと 第121集 発刊大正11年2月 

   梅好と蓮月の古希還暦の祝賀句合 の募集 

    ・「四季混題 壹名十句限り花十仙外ニ返費二仙ヲ要ス」…季語が入っていれば

どの時期でもよい 1名10句限り花（花代…参加費）10銭 返信費2銭 …

お金をとり受付 

    ・「宗匠の名」…41名うち信濃39名多くは伊那谷の人 

    ・「花評 各天納巻 各三光へ 句箋壹冊宛／各選者ノ景品 御寄附 歓迎」 

…各宗匠がそれぞれ天地人（三光）を選ぶ 天に選ばれた人が選句に使っ

た句箋をもらう 2行目の意味は不明だが景品がある選者もいた？ 

・「還暦 蔡華庵蓮実（前述の明永寺岩田蓮実）／古希 四時庵梅好（前述の阿

弥陀寺の安静梅好） 各宗匠選  各天納巻各三光へ／金高蒔絵選句入硯箱

壹個宛／及選者染筆物呈次抜へ見立景呈」 

 …この二人の宗匠選句で 天に選ばれた人には、選ばれた句を書き入れた金

の高蒔絵硯箱と選者の描いたものと「次抜へ見立」（不明 選句作品を絵や

書にしたものか）を景呈…敬呈か 

・「楽評 大平小洲画伯 天落巻三光へ染筆壹点宛／次抜見立景呈」 

…天でない三光（地人）には大平小洲の描いたものと「次抜見立」を景呈 

    ・「締切 三月五日堅ク 但清記三日間入巻ノ事／開巻及大運座  四月三日

午前十時ヨリ開巻祝賀大運座／祝賀式  四月三日午後四時祝賀式挙行／記

念品  式後参会者ニ記念品ヲ頒ツ／会場 上飯田村阿弥陀寺四時庵中」 

・「兼題（当日四時庵提示）／主評二名各天落巻各巻三光ノ中ヘ小袖綿十五俵／

互選点〆一、二、三等ヘ 小袖綿十五俵呈」 

…当日の兼題があり、会場の四時庵で提示される これにも賞品があり主催

（蓮実と梅好）が天や三光に選んだものには賞品（小袖綿）がある 他の参

加者も互選を行うのかその合計点で1.2.3等者へも小袖綿を出すとある。 

    ・その後に注書きがあり 近隣誘い合って集まってほしいこと 出句者には美

しい印刷（作品集か）を返送する 記念に長く保存を 当日は昼食、夕飯、

粗酒進呈とある。 

    ・「企 信南真連／後見 真総御連／清記 一花堂南窓子」 

      信南真会だけでなく真総御連があった 
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・「大集文音所 信州飯田伝馬町 永昌院中／まこと発行所」   

…この印刷物については伝馬町永昌院の中に発行所があった 

    ・最後に当日は今宮公園の芭蕉句碑30周年で記念式を行い、写真を撮るので9

時に今宮公園に集まってほしいとある。 

※この時期の真連の実態がわかる史料 宗匠 41 人 「真総御連」があるが下伊

那の旧派宗匠俳人の集まりではないか 

※句会の方法 阿弥陀寺で行う 宗匠それぞれ三光を選び それぞれに景品な

どある …新派側は、点取りで賞金賞品を配ることを、俳句の芸術性を貶める

ものと痛烈に批判、旧派側は大正期になってもこのようなことが行われた 

※昼食、夕飯、粗酒が出る会  

※寺院で行うことや宗匠がいることで座が設定され、万句寄的なお楽しみの句会

が行われる→賞品・俳句上達・多芸宗匠の生花など芸道・異業種交流  

 

⑵花の本聴秋の系譜広がる 

大塚虚秋（美保1884～1939「渕に澄む月や櫻の色に照る」）伊那富生まれ 飯田広小

路現銀座で印判業 花の本聴秋（上田聴秋）の門に入り明治44年10月立机  

  →「花の本」は公家二条家に許された俳句宗匠の称号 聴秋はその11世  

 ○芭蕉…各務支考…武藤巴雀…武藤白尼（男）…久村暁台…高桑闌更(金沢・京都)…

(京都)成田蒼虬花の本6世…八木芹舎花の本10世…上田聴秋花の本11世…大塚虚

秋 

 →宗匠の称号に免許料 萩の本→梨→葵→椎…（花の本） 宗匠になりたい人参加 

 →『俳諧鴨東新誌』を京都で出版 雑誌で全国とつながる 

 

『俳諧鴨東新誌』480号 大正12年4月1日発行 西浦覚助(編集人)  分音社(京都

市)  合資会社教徒日出新聞社(印刷所) 

入門許可… 信濃宮島蛍雪庵淡水 光澤拝水庵渓仙 篠田亀鶴梅友仙 山岸青巒

庵桂雨 中塚稲里園残雪 片桐嘵園一葉同 松崎聲容 全員の保証人は大塚虚秋  

立机許可…信濃 上柳不藎庵外川 宮島鳳雛庵圭洲 鈴木尚茶園玉斎 多田松蔭
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亭渓舟 加藤奇雲堂凰山 全員地方推薦…大塚虚秋による推薦  

支部新設… 長野県下伊那郡市田村(花月会) 支部長…宮島圭洲 幹事…宮原祐

山 同…宮島一露 

○太字は高森の関係  

・立机許可の上柳不藎庵外川…緑は新派松聲会に参加、大正６～７年の飯田町長 

 

『高森町史』も花月会が花の本系になったことを書いている 

  宮島一良（一露）…慶応3年吉田神職家宮島美鈴長男  明治25年吉田学校勤務 

大正5年市田学校訓導を退職吉田・出原・牛牧神社社掌 6年伊勢・日吉・萩山

神社社掌 昭和3年本学神社社掌も 大正4年花の本聴秋来峡で花月會は派の

指導下に14年立机花の本系の宗匠に 「秋晴れや林間を抜く塔の尖」 

宮原素堂葵芳 京都花本聴秋 大阪生田南水に師事 大正14年7月花の本で立机 

「老松の影浮ひけり月今宵」 

 

※花の本…雑誌を使い本部（京都）と地方がつながる 宗匠になる過程を示し、下伊

那では宗匠になりたい人が参加 下伊那全郡からの参加者  

 

おわりに 

 句会の文化サロン 

…座を設定することで、異業種間の交流ができる。人が集まることで新しい考えを

学び、発展する。俳句も進歩した。 

参加者にとって楽しい会。学問的興味、賞金などもあって。食事、お酒が伴う会

であることも懇親会的 

懇親会的な会で人間関係が深まった。下伊那全郡に及ぶネットワーク 

他分野への活躍の場が広がることもあった 

 新派俳句の魅力 

  座を設定する必要感がない 

 互選の楽しさ 平等感 →個々で考える楽しさ 

俳句以外にも 郵便や雑誌など新文化の利用など新しい発想 

旧派の続いたわけ 

宗匠の努力 →多芸宗匠 僧侶が宗匠に 新しいものも取り入れた 

宗匠になることは大正期でも名誉→ 尊敬の対象 教えてもらう楽しさ 

参加者が楽しい会→懇親会的 賞金賞品 
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資料 まこと第121集 大正11年2月南信州地域資料センター所蔵 


